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12月定例会 令和6年第4回定例会は12月5日に開会し
13日に閉会しました。
【議案】・専決処分１件・補正予算3件・条
例改正4件・工事請負契約6件・その他3件・
人事案件1件

令和６年一般会計補正予算（第５号）
　11億1,300万円を追加し、総額193億2,100万円となり
ました。主な内容は次のとおりです。

ふるさと寄附金事業
・ふるさと寄附金謝礼品代、その他送料、システム手数料 1億7,900万円
児童手当                         ※詳細は下記のとおりです。
①　第3子以降加算の拡大　15,000円　→　30,000円
②　対象者が15歳から18歳まで拡大された 3,475万円
し尿処理費
・し尿処理運搬車両購入助成 1,500万円
道路維持費
・重機借上げ料
　※除雪対策等町道管理に伴う機械借上料 417万5千円

災
害
復
旧
費

農地災害復旧
工事請負費／原材料費／測量委託費他
令和６年台風10号の被害　農地61件　農業用施設　25件

３億3,020万円
公共土木災害復旧
工事請負費／原材料費／測量委託費他
令和６年台風10号の災害等　河川20件　道路７件 ２億9,790万円

児童手当支給額
制度改正後〔令和6年10月以降〕

３歳未満 15,000円

第３子以降
30,000円

３歳以上小学校終了前

10,000円中学生

高校生年代

所得制限なし
第１子とカウントする者　大学生年代の年長者
　　　　　　　　　　　（22歳になる年度の３月末まで）

台風 10 号農地災害
（牧野地区）



一般会計補正予算

㙼ၻಃಫಭలᤶ㥹ళⱬ��ᐒ3

（
矢
仁
田
）
観
光
費
の
中
で
服
掛
松

キ
ャ
ン
プ
場
の
隣
接
地
土
地
借
り
上
げ
料

の
算
定
内
訳
に
つ
い
て

（
商
工
観
光
課
長
）
将
来
的
に
は
買
い

取
る
予
定
で
あ
る
が
、
現
在
の
所
、
土
地

を
借
受
け
る
こ
と
と
し
、
当
課
の
実
例
を

参
考
に
金
額
を
算
定
し
て
い
る
。

（
眞
原
）
地
域
お
こ
し
協
力
隊
起
業
支

援
補
助
金
に
つ
い
て
内
容
等
を
伺
う
。

（
企
画
政
策
課
長
）
町
独
自
の
補
助
金

で
は
な
く
協
力
隊
の
制
度
で
、
対
象
者
は

３
名
。

３
件
の
事
業
の
内
容
は
、
菓
子
製
造
販

売
、
耕
作
放
棄
地
を
使
用
し
た
ブ
ド
ウ
栽

培
、
ジ
ビ
エ
を
使
用
し
た
カ
レ
ー
等
の
販

売
。（

眞
原
）
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

事
業
の
中
で
６
，
０
７
０
万
円
の
減
額
は

な
ぜ
か
。

（
建
設
課
長
）
国
、
県
に
対
し
て
要
望

し
た
が
、
配
分
額
の
65
％
内
示
の
た
め
、

減
額
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

（
藤
川
）
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
出
発
ロ

ビ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
展
示
区
画
賃
借
料

の
減
額
に
つ
い
て
伺
う
。

（
山
の
都
創
造
課
長
）
移
住
定
住
施
策

の
Ｐ
Ｒ
、
農
産
物
及
び
生
産
者
に
関
す
る

情
報
発
信
の
強
化
、
有
機
農
業
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
、
知
名
度
の
調
査
な
ど
補

助
金
を
使
い
実
施
し
て
い
た
が
、
予
定
し

て
い
た
補
助
金
が
不
採
択
と
な
り
取
止
め

と
な
っ
た
。

（
藤
川
）
障
害
者
福
祉
費
の
中
で
支
援

給
付
金
が
６
，
０
５
３
万
３
千
円
増
額
に

な
っ
て
い
る
が
理
由
は
。

（
福
祉
課
長
）
主
に
サ
ー
ビ
ス
の
報
酬

の
改
定
と
他
に
補
装
用
具
の
増
加
、
施
設

利
用
の
増
加
の
た
め
増
額
と
な
っ
た
。

（
西
田
）
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
３
億
３
，

０
０
０
万
円
の
増
額
の
要
因
は
。

（
山
の
都
創
造
課
長
）
ふ
る
さ
と
納
税

中
間
事
業
者
が
変
わ
り
、
シ
ス
テ
ム
上
、

選
び
や
す
さ
を
追
求
し
た
。
宣
伝
を
町
外

や
県
外
へ
積
極
的
に
実
施
し
た
た
め
。

（
眞
原
）
戸
籍
情
報
シ
ス
テ
ム
改
修
業

務
委
託
料
と
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
事
か
。

（
税
務
住
民
課
長
）
戸
籍
住
民
登
録
費

の
１
３
７
万
５
，
０
０
０
円
（
戸
籍
情
報

シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
料
）
に
つ
い
て

は
、
令
和
６
年
８
月
に
法
務
省
か
ら
戸
籍

情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
仕
様
書
の
改
訂
が
示

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

（
興
梠
）
小
規
模
水
道
の
予
算
が
出
て

い
る
が
、
ど
こ
の
施
設
な
の
か
。
ま
た
、

こ
れ
は
修
繕
費
な
の
か
補
助
金
な
の
か
伺

う
。
今
後
小
規
模
水
道
の
組
織
が
上
水
道

に
の
り
か
え
た
い
と
い
う
時
の
対
応
に
つ

い
て
。

（
環
境
水
道
課
長
）
施
設
の
場
所
は
、

入
佐
の
堀
端
水
道
組
合
で
深
井
戸
水
中
ポ

ン
プ
整
備
の
補
助
金
で
、
補
助
率
は
70
％
。

ま
た
、
２
点
目
に
つ
い
て
は
、
町
で
管
理

に
な
る
と
水
道
法
に
基
づ
く

滅
菌
機
と
か
そ
の
施
設
整
備

で
地
元
負
担
が
高
く
な
る
た

め
小
規
模
水
道
等
の
補
助
金

で
整
備
の
補
助
を
実
施
し
て

い
る
。

（
興
梠
）
小
規
模
水
道
で

取
り
組
ん
で
い
る
地
域
で
は

高
齢
化
が
進
ん
で
管
理
も
難

し
く
、
上
水
道
に
頼
る
し
か

な
い
。
今
後
負
担
の
軽
減
を

検
討
で
き
な
い
か
。

（
環
境
水
道
課
長
）
企
業

会
計
の
中
で
運
営
し
て
い
る

た
め
、
今
ま
で
水
道
料
金
を

支
払
わ
れ
て
き
た
方
と
の
公

平
性
の
確
保
に
課
題
が
あ
る

の
で
、
そ
の
辺
も
勘
案
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
西
田
）
公
園
緑
地
費
国

庫
補
助
金
の
中
の
２
つ
が
４
，

６
０
０
万
円
減
額
さ
れ
て
い

る
が
大
き
な
理
由
は
。

（
生
涯
学
習
課
長
）
当
初

予
定
し
て
い
た
額
に
対
し
て
、
国
の
交
付

決
定
が
低
か
っ
た
。
主
に
は
、
ち
び
っ
こ

運
動
広
場
が
当
初
の
65
％
、
中
央
グ
ラ
ウ

ン
ド
整
備
２
分
の
１
補
助
が
当
初
の
90
％

の
配
分
と
な
り
減
額
と
な
っ
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

質
疑
応
答

整備中の山都町運動公園

サッカー場

中央グラウンド

ちびっこ運動広場

↑総合体育館パスレル

芝
生
広
場
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政
府
が
農
福
連
携
に
力
を
入
れ
出

し
て
い
る
。
福
祉
事
業
、
特
に
障
害
福

祉
に
お
け
る
就
業
支
援
を
農
業
に
あ

て
、
人
手
不
足
問
題
の
解
決
の
一
助
と

す
る
動
き
は
、
学
術
的
に
も
研
究
が
進

み
、
実
践
し
て
い
る
事
業
者
で
ノ
ウ
ハ

ウ
も
溜
ま
っ
て
き
て
い
る
よ
う
だ
が
、

町
で
は
何
か
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

（
農
林
振
興
課
長
）
課
で
は
、
農
福

連
携
に
つ
い
て
、
ま
だ
町
独
自
の
事
業

を
実
施
し
て
は
い
な
い
。

（
福
祉
課
長
）
就
労
継
続
支
援
で
は

雇
用
契
約
を
結
ぶ
Ａ
型
と
結
ば
な
い
Ｂ

型
と
が
あ
り
、
農
業
の
町
内
事
業
者
は

Ａ
型
事
業
所
が
１
カ
所
７
名
雇
用
、
Ｂ

型
事
業
所
が
２
カ
所
で
合
計
52
名
雇

用
（
た
だ
し
農
業
以
外
の
軽
作
業
も
含

む
）。
農
福
連
携
を
、
障
害
者
、
高
齢

者
、
ま
た
生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
な

ど
、
幅
広
く
解
釈
し
て
い
る
。

福
祉
と
農
業
と
の
連
携
に
、
そ
れ

を
研
究
し
て
い
る
大
学
も
入
っ
て
も
ら

え
ば
、
実
践
的
な
取
組
み
方
法
や
課
題

解
決
手
段
な
ど
に
助
力
が
も
ら
え
る
の

で
は
な
い
か
。
山
都
町
に
注
目
し
て
い

る
大
学
も
あ
る
が
、
連
携
協
定
及
び
産

官
学
連
携
に
つ
い
て
、
町
の
考
え
は
。

（
企
画
政
策
課
長
）
農
福
連
携
を
成

功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
産
業
界
、
行
政

及
び
学
術
機
関
が
連
携
す
る
こ
と
が
有

効
と
考
え
て
い
る
。
農
業
（
事
業
）
分

野
が
、
障
害
者
や
高
齢
者
に
適
し
た
雇

用
の
創
出
や
技
術
支
援
を
担
い
、
行
政

側
は
、
補
助
金
関
係
、
規
制
の
整
備
、

情
報
提
供
・
啓
発
活
動
を
行
い
、
学
術

機
関
は
、
効
果
的
な
農
福
連
携
モ
デ
ル

の
研
究
や
評
価
及
び
改
善
策
の
提
供
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
機
関
だ
と
思
っ
て

い
る
。
産
官
学
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
果

た
す
こ
と
で
、
地
域
の
持
続
可
能
な
発

展
と
福
祉
の
向
上
が
実
現
で
き
る
と
考

え
る
。

（
町
長
）
山
都
町
に

と
っ
て
農
業
は
基
幹
産

業
。
農
福
連
携
や
、
大

学
と
の
連
携
な
ど
を
行

い
な
が
ら
、
農
業
維
持

の
仕
組
み
が
で
き
れ
ば

と
考
え
る
。

農
業
持
続
化
の
一
助
に
向
け
て
、

産
官
学
連
携
し
た
農
福
連
携
へ
の

取
り
組
み
は
ど
う
か 眞

ま は ら

原 誠
まこと

議員

全質問の動画は
こちらです

義
務
教
育
学
校
建
設
予
算
の
説
明

を
。（

学
校
教
育
課
長
）
新
築
の
場
合

41
億
円
、
清
和
中
改
修
の
場
合
19
億
円
、

蘇
陽
中
改
修
の
場
合
14
億
円
。
給
食
室

新
築
に
６
億
円
。
体
育
館
や
グ
ラ
ン
ド
、

外
構
そ
の
他
の
付
帯
設
備
が
必
要
と
な

る
予
定
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
送
迎
や
児
童
の
負
担
を
考
え
た

と
き
、
開
設
場
所
は
旧
小
学
校
に
も

あ
っ
た
方
が
良
い
と
思
う
が
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

（
学
校
教
育
課
長
）　

保
護
者
か
ら

開
設
場
所
と
時
間
の
ご
質
問
も
あ
っ

た
。
学
校
の
設
置
準
備
と
合
わ
せ
て
、

福
祉
課
と
十
分
連
携
し
て
進
め
た
い
。

通
学
時
間
が
長
く
な
る
児
童
生
徒

に
つ
い
て
は
、
タ
ク
シ
ー
送
迎
と
併
用

す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

（
学
校
教
育
課
長
）
通
学
時
間
１
時

間
以
内
を
目
指
し
、
学
校
の
設
置
場
所

を
決
め
た
後
、
路
線
検
討
を
し
て
い
き

た
い
。

小
規
模
校
を
「
小
規
模
特
認
校
」

と
し
て
残
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
教
育
長
）
一
定
規
模
以
上
の
児
童

生
徒
集
団
の
確
保
の
た
め
、
ま
た
複
式

学
級
解
消
の
た
め
に
「
小
規
模
特
認

校
」
を
設
置
す
る
こ
と
も
他
郡
・
市
で

取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
山
都
町
に
お

い
て
は
、
児
童
生
徒
数
の
減
少
が
今
後

一
層
進
み
、
令
和
12
年
度
ま
で
に
は
小

学
校
５
校
中
４
校
が
複
式
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

将
来
に
渡
り
学
校
教
育
環
境
の
維

持
及
び
充
実
を
図
る
た
め
、
義
務
教
育

学
校
設
置
を
目
指
し
て
い
く
。

小
中
学
校
の
今
後
に
つ
い
て
は
全
町
的
に
考
え
、

義
務
教
育
学
校
設
置
は
今
あ
る
校
舎
を
活
か

し
、
ま
た
小
規
模
校
も
残
す
べ
き
で
は
な
い
か

西
に し だ

田由
ゆ み こ

未子 議員

全質問の動画は
こちらです

※小規模特認校とは
　自然豊かな環境に恵まれた小規模
校で特色ある教育を展開し、町内で
あれば学区外からでも入学を許可す
ることができる学校。

みんなで耕そう！
ノウフク・プロジェクト
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運
行
開
始
の
際
、
仮
の
販
売
ル
ー

ト
と
拠
点
が
示
さ
れ
、
検
証
後
、
改
め

て
ル
ー
ト
と
拠
点
を
案
内
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
が
、
検
証
は
ど
う
で
あ
っ

た
か
。

（
福
祉
課
長
）
８
月
２
日
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
実
証
実
験
的
に
町
内
を
巡
回

し
、
月
・
火
は
矢
部
地
区
、
水
・
木
は

清
和
地
区
、
金
・
土
は
蘇
陽
地
区
を
巡

回
し
て
い
る
。
12
月
か
ら
新
た
な
ル
ー

ト
を
設
定
し
運
行
し
て
い
る
。
ス
タ
ー

ト
し
た
ば
か
り
で
課
題
も
多
い
が
町
民

の
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
る
よ
う
対
応

し
た
い
。

要
綱
で
は
買
物
が
困
難
な
町
民
を

対
象
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
国
道

沿
い
や
お
店
が
近
く
に
あ
る
ル
ー
ト

設
定
で
あ
る
。
本
来
の
買
物
弱
者
救

済
で
は
な
い
の
で
は
。

（
福
祉
課
長
）
今
後
ル
ー
ト
の
定
着

を
進
め
る
中
で
、
例
え
ば
月
に
１
回
希

望
さ
れ
る
集
落
を
巡
回
す
る
な
ど
柔
軟

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

買
物
１
点
に
つ
き
30
円
の
手
数
料

が
必
要
で
、
そ
の
上
消
費
税
も
加
算
さ

れ
、
利
用
者
に
と
っ
て
は
負
担
で
は
な

い
か
。
車
両
等
の
維
持
管
理
費
な
ど
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
か
か
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
が
。

（
福
祉
課
長
）
全
国
各
地
の
移
動
販

売
車
の
運
行
で
も
手
数
料
の
負
担
は
あ

る
。
１
点
ご
と
の
手
数
料
で
は
な
く
１

回
の
買
物
ご
と
の
手
数
料
の
方
法
も
事

業
者
と
協
議
し
て
い
る
が
、
長
く
継
続

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
充
分
協
議
を

重
ね
対
応
し
た
い
。

商
品
の
消
費
税
課
税
の
表
示
に
つ

い
て
、
計
算
し
や
す
い
よ
う
に
税
込
価

格
表
示
に
し
て
い
た
だ
く
よ
う
指
導
を

お
願
い
し
た
い
。

（
福
祉
課
長
）
事
業
所
と
定
期
的
に

協
議
を
重
ね
て
い
る
の
で
表
示
方
法

も
含
め
て

対
応
し
た

い
。

移
動
販
売
車
運
行
に
伴
う
検
証
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か 藤

ふじかわ

川 多
た み

美 議員

全質問の動画は
こちらです

東
竹
原
に
計
画
の
最
終
処
分
場
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

（
環
境
水
道
課
長
）
企
業
が
計
画
を

取
り
下
げ
て
い
る
の
で
問
い
合
わ
せ
を

す
る
必
要
が
無
い
と
判
断
し
て
い
る
。

計
画
が
再
開
さ
れ
る
場
合
、
町
は

業
者
と
の
損
害
賠
償
の
取
り
決
め
を
し

て
ほ
し
い
。

（
町
長
）
県
と
し
て
は
法
律
に
基
づ

い
て
対
応
さ
れ
て
お
り
、
環
境
に
配
慮

し
て
計
画
を
認
め
る
と
思
う
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
の
利
用

方
法
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

（
企
画
政
策
課
長
）
受
入
れ
団
体
の

労
働
力
と
み
な
し
た
り
、
本
来
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
が
や
る
べ
き
仕
事
が
出

来
て
い
な
い
所
も
あ
る
。
受
け
入
れ
団

体
基
準
を
作
成
中
で
あ
り
、
当
面
の

間
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
受
け
入
れ

は
行
わ
な
い
。

岩
尾
城
再
建
は
ど
う
し
た
ら
で
き

る
か
。

（
生
涯
学
習
課
長
）
各
分
野
に
お
け

る
調
査
が
必
要
に
な
り
、
発
掘
調
査
に

よ
る
検
査
も
必
要
と
な
る
。

通
潤
橋
前
の
駐
車
料
金
は
な
ぜ
取

れ
な
い
か
。

（
商
工
観
光
課
長
）
本
件
に
つ
い
て

は
様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
料
金
を
取
る
こ
と
で

通
潤
橋
見
学
１
か
所
で
観
光
行
動
が
終

わ
っ
て
し
ま
い
、
町
内
を
散
策
し
な
く

な
る
の
で
は
と
の
心
配
の
声
も
聞
こ
え

て
い
る
。
駐
車
場
の
有
料
化
は
課
題
の

一
つ
と
捉
え
て
お
り
、
今
後
も
検
討
を

進
め
て
い
く
。

矢
部
高
校
の
寮
の
新
設
に
つ
い
て

（
生
涯
学
習
課
長
）
男
女
共
に
入
れ

る
寮
が
必
要
で
あ
る
の
で
、
今
後
の
課

題
と
し
て
考
え
て
い
く
。

矢
部
高
校
の
二
輪
車
競
技
部
に
つ

い
て（

生
涯
学
習
課
長
）
矢
部
高
特
有
の

ク
ラ
ブ
で
あ
る
が
練
習
場
が
狭
い
の
で

町
と
し
て

も
一
緒
に

考
え
て
行

き
た
い
。

矢
部
高
校
の
強
み
を
伸
ば
す
よ
う

な
行
政
施
策
に
つ
い
て
問
う

坂
さかもと

本 幸
こうせい

誠 議員

全質問の動画は
こちらです

運行中の移動販売車

矢部高校 二輪車競技部



一般質問・発議
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４
月
か
ら
始
ま
っ
た
乗
合
タ
ク
シ
ー

だ
が
、
利
用
者
の
反
応
は
。

（
企
画
政
策
課
長
）
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
は
「
概
ね
満
足
で
あ
る
」
と
の
回

答
を
得
て
い
る
。
４
月
か
ら
の
利
用
者

は
延
べ
４
，
５
０
０
人
で
あ
り
、
月
平

均
は
５
７
０
人
。
主
な
目
的
は
医
療
機

関
へ
の
移
動
で
あ
る
。

今
後
の
課
題
は
。

（
企
画
政
策
課
長
）
タ
ク
シ
ー
ド
ラ

イ
バ
ー
の
高
齢
化
に
よ
る
事
業
者
の
存

続
で
あ
る
。
現
在
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の

協
力
で
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
、
事
業

者
と
も
早
め
の
協
議
を
し
な
が
ら
事
業

の
継
続
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

医
療
機
関
へ
の
移
動
が
多
い
と
い

う
が
、
今
の
制
度
で
は
、
矢
部
、
蘇

陽
、
清
和
の
地
域
内
運
行
が
基
本
的
に

あ
っ
て
、
清
和
地
域
に
は
歯
科
が
一
軒

あ
る
が
、
そ
の
他
の
目
的
で
は
域
外
に

出
ざ
る
を
得
な
い
。
清
和
に
お
い
て
は

矢
部
や
蘇
陽
の
病
院
に
出
か
け
る
た
め

に
片
道
１
０
０
０
円
の
負
担
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
が
、
受
診
控
え
に
繋
が
ら

な
い
か
心
配
し
て
い
る
。
今
後
、
町
民

に
対
し
て
均
一
な
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る

よ
う
に
検
討
し
て
頂
き
た
い
が
。

（
企
画
政
策
課
長
）
山
都
町
の
広
大

な
面
積
を
考
え
れ
ば
、
５
０
０
円
の
均

一
料
金
は
厳
し
い
と
考
え
て
い
る
。
人

口
減
や
地
方
交
付
税
の
減
額
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
財
源
の
確
保
も
考
え
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
今
後
も
利
用
者
、
タ

ク
シ
ー
事
業
者
の
意
見
を
交
え
て
、
更

に
検
討
を
進
め
た
い
。

乗
合
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
は
、
地

域
枠
を
撤
廃
し
、
均
一
化
を
望
む

吉
よしかわ

川 美
み か

加 議員

全質問の動画は
こちらです

発　　　　　議
件　
　
　

名
：
山
都
町
議
会
の
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

発
議
年
月
日
：
令
和
６
年
12
月
10
日

内　
　
　

容
：
山
都
町
議
会
の
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部

「
14
人
」
を
「
12
人
」
に
改
め
る
こ
と

　

今
回
の
発
議
に
つ
い
て
は
、
人
口
比
だ
け
で
定
数
が
決
め
ら
れ
て

い
い
も
の
か
。
隅
々
の
町
民
の
意
見
を
町
政
に
活
か
す
た
め
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
か
。
も
っ
と
情
報
を
得
た
上
で
の
議
論
が
必
要
だ
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

12月11日
・全員協議会での協議結果

　全14名の議員で構成する「山都町議会の議
員の定数を定める条例の一部改正について検
討する特別委員会」を設置することになりま
した。

・本件について、本会議で特別委員会に付託す
ることに決定

・委員長 藤原秀幸議員、副委員長 藤澤和生議
員を選出

12月13日
・本会議で継続審査とすることに決定
・様々な情報を収集したのち、１月２２日第１回特

別委員会にて検討

実証運行中の乗合タクシー

（参加事業者）
・清和タクシー
・南阿蘇観光タクシー
・第一タクシー
・まるはタクシー

決 議 の 流 れ



条　例　改　正
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条 例 の 一 部 改 正

【山都町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正について】
（概要）マイナンバー、マイナンバーカードの国民の利便性向上の観点から、「行政手続きにおける特

定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一部を改正する法律」が公布、施行
され、マイナンバーの利用及び情報連携に関する新たな用語が定義されるなどしたことに伴
う改正です。

【地方公共団体情報システムの標準化に関する法律の施行に伴う関係条例の整備について】
（概要）地方公共団体情報システムの標準化に関する法律に基づき、町の基幹業務システムを標準準

拠システムへ移行することに伴い、関係条例を整備し令和８年度からこれまでの集合税方式
から単税方式へ変更され、納期も変わります。

納税通知書・納付書
現行：集合税方式

税　目 送　付　内　容 送付時期

集合徴収
町県民税
固定資産税
国民健康保険税

　　　　　  ＋　　　　　  ＋ ６月中旬

変更後：単税方式（令和８年度～）
税　目 送　付　内　容 送付時期

町県民税 　　　　　  ＋　　　　　  ＋ ６月中旬

固定資産税 　　　　　  ＋　　　　　  ＋ 5月中旬

国民健康保険税 　　　　　  ＋　　　　　  ＋ 6月中旬

【山都町運動公園の設置及び管理に関する条例の一部改正について】
（概要）山都町運動公園に整備しているサッカー場及びちびっこ運動広場の令和７年度供用開始に伴

い、管理に関する条項及び利用料が新たに追加されます。

【山都町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正について】
（概要）ごみ処理手数料が変わります。
　　　 （現行 100 円／ 10㎏を、令和７年４月から 150 円／ 10㎏に改正）

 改　　正　　後 （R7.４月～）

（一般廃棄物の処理手数料）

納税通知書

納税通知書

納税通知書

納税通知書

全期前納用
納付書１枚

全期前納用
納付書１枚

全期前納用
納付書１枚

全期前納用
納付書１枚

期別納付用
納付書４枚

期別納付用
納付書４枚

期別納付用
納付書 10 枚

期別納付用
納付書 10 枚

一般家庭から排出されたごみで、小峰クリー
ンセンターへ自ら搬入するもの

10キログラムまでは150円（消費税相当額
を含む。）とし、10キログラムを超える場合
は、その超える部分について10キログラム
ごとに150円を加算する。

事業系一般廃棄物で、小峰クリーンセンター
へ搬入するもの



工 事 請 負 契 約
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議案第 92 号　工事請負契約の締結
　工　事　名：山都町運動公園中央グラウンド電気設備工事
　契 約 金 額：１億3,489万 9,600 円
　契約相手方：株式会社熊栄電設
　入札の方法：指名競争入札（入札額同額のため抽選）

○中央グラウンドの照明を新しくする工事です。
○指名 10 社中８社が同じ入札額でした。多数の議員から、町の産業育成の観点や競争入札のメ

リットである競争の原理が働いていないなどの指摘があり、解決すべき課題となっています。

議案第 93 号　工事請負契約の締結
　工　事　名：山都町運動公園中央グラウンド整備工事
　契 約 金 額：１億7,663万 8,880 円
　契約相手方：株式会社坂本建設
　入札の方法：指名競争入札

○中央グラウンドの再整備工事です。

議案第 94 号　工事請負契約の締結
　工　事　名：一の瀬川⑥　河川災害復旧工事
　契 約 金 額：7,577万 6,800 円
　契約相手方：三栄総合建設株式会社

議案第 95 号　工事請負契約の締結
　工　事　名：一の瀬川④　河川災害復旧工事
　契 約 金 額：１億1,958万 1,000 円
　契約相手方：三栄総合建設株式会社

議案第 96 号　工事請負契約の締結
　工　事　名：水の宇土川③　河川災害復旧工事
　契 約 金 額：１億613万 5,700 円
　契約相手方：大栄企業株式会社

議案第 97 号　工事請負変更契約の締結
　工　事　名：中央体育館解体工事
　変更工事請負額：減額1,298万 5,830 円
　契約相手方：株式会社尾上建設

○解体工事における発生材処分の数量が減ったことによる、減額の変更契約です。

5���

位置図

議案第96号

議案第95号

議案第94号



視　察　研　修
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山 都 町 議 会 視 察 研 修（R6.10/23～10/25）

富
山
県
入
善
町
議
会
の
活
性
化
の
取

組
み
に
つ
い
て
視
察

（
令
和
３
年
度
全
国
議
長
会
町
村

議
会
表
彰
）

　

扇
状
地
と
豊
か
な
地
下
水
に
恵
ま

れ
、
稲
作
中
心
の
農
業
と
繊
維
、
電

子
産
業
、
飲
料
水
等
の
工
業
が
盛
ん
。

議
会
構
成
：
議
員
14
名（
現
在
13
名　

女
性
０　

男
性
13　

無
所
属
５　

自
民
６　

共
産
２
）

　

次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て

い
ま
す
。

特
別
委
員
会
：
町
民
の
関
心
が
深

く
町
に
と
っ
て
緊
急
か
つ
重
要

な
問
題
に
つ
い
て
、
集
中
的
に

調
査
研
究
を
行
う
た
め
に
設
置

し
、
活
発
な
委
員
会
活
動
が
行

わ
れ
、
積
極
的
な
提
言
が
な
さ

れ
ま
し
た
。（
令
和
５
年
は
年

間
44
回
）

全
員
協
議
会
：
当
局
と
議
会
と
の

情
報
共
有
の
た
め
月
例
で
開

催
。
閉
会
後
審
査
も
含
め
令
和

５
年
は
年
間
35
回
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」：
町
が
決

め
た
テ
ー
マ
に
対
し
て
の
地
区

ご
と
の
意
見
を
聞
く
会
が
開
催

さ
れ
、
議
員
も
参
加
し
て
い
ま

す
。

政
務
活
動
費
：
平
成
26
年
度
か
ら

一
人
１
万
円
／
月
で
会
派
に
交

付
収
支
報
告
書
・
領
収
書
等
の

提
出
書
類
を
Ｈ
Ｐ
で
公
開

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
議
会
中

継（
本
会
議
の
み
）

能
登
半
島
地
震
の
被
災
状
況
を
視
察

【
の
と
鉄
道
】

　

の
と
鉄
道
の
社
長
か
ら
、
震
災
直

後
か
ら
復
旧
・
事
業
再
開
ま
で
の
道

の
り
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
通
学

路
線
で
も
あ
る
た
め
、
何
と
し
て
も

新
学
期
に
は
間
に
合
わ
せ
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
全
面

的
な
協
力
を
受
け
、
元
旦
の
被
災
か

ら
３
ケ
月
強
と
い
う
異
例
の
ス
ピ
ー

ド
で
復
旧
を
遂
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

【
黒
島
漁
港
】

　
海
岸
が
隆
起
し
て
漁
業
が
で
き
な
く

な
っ
た
輪
島
市
黒
島
漁
港
で
は
、
海

岸
沿
い
で
何
軒
も
の
民
家
が
倒
壊
し

て
お
り
、
10
ヶ
月
以
上
経
っ
て
も
撤

去
す
ら
で
き
て
い
な
い
状
況
で
し
た
。

　

能
登
地
震
に
お
い
て
は
、
復
旧
の

た
め
の
業
者
が
宿
泊
す
る
施
設
が
足

り
ず
、
熊
本
地
震
の
よ
う
な
復
旧
速

度
と
は
な
っ
て
い
な
い
そ
う
で
、
防

災
観
点
で
の
宿
泊
施
設
や
道
路
網
整

備
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て

認
識
し
ま
し
た
。

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
視
察

【
白
川
郷
】

　

エ
リ
ア
に
お
け
る
適
正
数
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
に
、
駐
車
場
の

入
場
制
限
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
観

光
客
が
適
正
数
を
超
え
る
と
、
そ

の
観
光
資
源
の
本
来
の
魅
力
に
気
づ

か
ず
、
リ
ピ
ー
ト
率
が
下
が
る
と
の

こ
と
。
客
数
が
適
正
に
保
た
れ
る
こ

と
で
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
側
の
消
耗
も

な
く
、
持
続
可
能
な
観
光
エ
リ
ア
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

１
日
目（
10
月
23
日
）

２
日
目（
10
月
24
日
）

３
日
目（
10
月
25
日
）

令和６年５月竣工の
新庁舎内の議場にて

海岸が隆起した黒島漁港

輪島市黒島地区 のと鉄道

↑茅葺き体験をする中学生
→特徴的な急勾配の屋根。

広い屋根裏で蚕を飼い、
絹糸の生産を行った。
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山
都
町
議
会
広
報

■
発
行
・
山
都
町
議
会

■
編
集
・
議
会
広
報
委
員
会

山
都
町
議
会
事
務
局

〒
８
６
１-

３
５
９
２
熊
本
県
上
益
城
郡
山
都
町
浜
町
６

☎（
０
９
６
７
）７
２-

１
２
８
９

請　　願教育委員任命の同意

財産の処分

賛 否 の 表

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

能
登
半
島
地
震
か
ら
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
地

震
に
よ
り
、
直
接
的
ま
た
は
、
間
接
的
に
影
響
を
受
け

尊
い
命
を
落
と
さ
れ
た
方
が
、
４
８
０
人
を
超
え
て
い

ま
す
。

　

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
改
め
て
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
熊
本
地
震
か
ら
９
年
が
経
過
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。「
あ
た
り
前

の
日
常
」
の
尊
さ
、
あ
り
が
た

さ
を
今
、
噛
み
し
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
あ
た
り
前
の
日
常
」
を

町
民
の
皆
様
に
実
感
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
議
員
一
丸
と
な
っ

て
日
々
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
み
ん
な
で
、
手
を
取
り

合
い
、
明
る
い
未
来
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

（
工
藤　

文
範
）

次の定例会は、

３月の予定です。
※詳しい日程等については、議会事務局まで
お問い合わせください。（☎72-1289）

本誌で掲載していない12月定例会の議
案と議決結果は、山都町HPに掲載して
あります。

「議会だより」に関する
ご意見・ご感想は

右記のQRコードから
お寄せください。

QRコード（インターネット）

㓸

⸥

✬

ᓟ

第19回山都町写真コンテスト　
　写真の部　山の都賞

撮影者：山
やまの

野修
しゅういち

一さん（熊本市在住）　69歳
タイトル：「寒中聖り瀧」（かんちゅうひじりたき）
（本人コメント）聖滝は、熊本・延岡を結ぶ神話街
道沿いにあります。旧来旅人が街道を往来する折に、
矢部の自然の美しさに心が奪われた景勝スポットで
す。その美しく神秘的な聖滝を表現したく真冬でし
か見れない聖滝を撮りました。

表
写
紙
真

【
件　
　

名
】
地
方
た
ば
こ
税
を
活
用
し

た
公
共
施
設
喫
煙
所
の
整

備
、
な
ら
び
に
新
型
自
動
販

売
機
購
入
時
助
成
に
関
す
る

請
願
書

【
提
出
日
】
令
和
６
年
11
月
18
日

【
請
願
者
】
矢
部
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　

理
事
長
坂
田
篤
彦　

他

【
審
査
結
果
】
一
部
採
択

【
審
査
意
見
】
道
の
駅
通
潤
橋
の
喫
煙
所

整
備
は
必
要
。
総
合
運
動
公

園
は
全
て
の
施
設
の
完
成
を

見
据
え
て
の
検
討
。
自
動
販

売
機
購
入
助
成
は
、
禁
煙
を

促
す
社
会
風
潮
を
鑑
み
る

と
、
現
段
階
で
は
厳
し
い
。

山
都
町
教
育
委
員
の
人

事
案
に
つ
い
て
同
意
し

ま
し
た
。

【
山
都
町
教
育
委
員（
新
）】

豊
田　

亜
矢
子
さ
ん

（
城
原
）

処分する財産：旧御岳グラウンド
売却予定価格：982万2,828円
契約相手方：上益城消防組合消防本部
○現在の山都消防署の移転先として売却します

　この度、教育委員を拝命いたしました豊田亜矢
子です。
　みなさんが山都町を誇りに思える生涯学習がで
きるような環境作りのお手伝いをさせて頂きたい
と思っております。
　どうぞ、よろしくお願いいたします。

事　件　名 議　決
年月日

採決
結果 東 坂

本
眞
原

西
田

中
村

矢
仁
田

興
梠

藤
川

飯
開

吉
川

後
藤

工
藤

藤
原

議案第92号
工事請負契約の締結について（山
都町運動公園中央グラウンド電
気設備工事）

R6.12.13 可決 ◯ ● ◯ ● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

〇：賛成　●：反対

発
行
責
任
者　
　

議　
　

長　

　
　

藤
澤　

和
生

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長

　
　

眞
原　
　

誠

副
委
員
長

　
　

西
田
由
未
子

委　
　

員

　
　

矢
仁
田
秀
典

　
　

興
梠　
　

誠

　
　

後
藤　

壽
廣

　
　

工
藤　

文
範

※売却範囲は赤線


